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3役割に応じて
作成するPDF

プリプレスに必要なPDF
⬇

プリフライトや検版できる校正
そのまま出力できる印刷原稿
手間がかからない送稿手段

⬇
間違いのない完全データ

クリエイティブに必要なPDF
⬇

コンセプトを反映した写真
テイストが重要なイラスト
意図を感じさせるデザイン

⬇
細部まで正確な表現物

ビジネスに必要なPDF
⬇

商品やサービスに関わる情報
確実なセキュリティシステム
判断を仰ぐ決裁手段

⬇
効率的な業務処理
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四角い画素（ピクセル）で構成され

ている画像をラスターデータといい、

Photoshopのようなペイント系のアプリ

ケーションの保存形式となっている。

撮影した写真や合成した画像、作成

したイラストレーションなどのラスター

画像は、Photoshopで画像を開いて

「別名で保存」によってPhotoshop 

PDFとする。解像度と圧縮方法を調整

すれば軽いファイルにできるので、遠隔

地にいる担当者でもインターネットを介

してすぐにチェックできる。

一般的に撮影画像はTIFFファイルで

納品されるが、Photoshop PDFで納

品する方法もある。可逆圧縮のZIPに

設定すれば画像が劣化することはない。

再びPhotoshopファイルに戻せるし、

非可逆圧縮でも支障がないならば、圧

縮率の高いJPEG圧縮を選択する方法

もある。

写真やイラストレーションのチェック写真やイラストレーションのチェック写真やイラストレーションのチェック3.1
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Bridgeからファイルやフォルダを

選択して、メニューバーのツールから

Photoshop＞PDFスライドショーを

選ぶと、すべてのファイルを自動的に

Photoshop PDFに変換する。

ファイル数が多くても1ファイルにまと

められるので、アートディレクターや編

集者などはチェックしやすい。モデル撮

影のようにカット数が多い場合でも全く

手間がかからない。
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調整レイヤーやレイヤースタイルで

いくつかの案を作成している場合など

は、レイヤーカンプ機能を使えば元

のPhotoshopファイルはそのままで

Photoshop PDFを書き出せる。複数

案を1ファイルにまとめれば、バリエー

ションを簡単に提示できる。

写真やイラストレーションのチェック写真やイラストレーションのチェック写真やイラストレーションのチェック写真やイラストレーションのチェック3.1
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一旦Photoshop PDFに保存した場

合でも、再度Photoshopで開いて編集

できる。特に、プリセットのオプションに

ある「Photoshop編集機能を保持」に

チェックを入れておけば、調整レイヤー

などの機能を維持したまま再編集が可

能になる。

029
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座標を元に数値で作画を指示する

プログラムをベクターデータといい、

Illustratorのようなドロー系のアプリ

ケーションの保存形式となっている。

Illustratorで作成したファイルは、

「別名で保存」によってPDFを書き出

すが、原稿の中にラスター画像が使わ

れている場合は、画像圧縮も行なえる

ので、用途に応じてプリセットを選択す

る。

透明効果を使用している場合は、

PDF1.4以上で透明をそのまま維持す

る方がファイル容量が大きくならない上

に、意図しない分割・統合が行なわれ

ないので安心だ。

イラストレーションやデザインパーツのチェックイラストレーションやデザインパーツのチェックイラストレーションやデザインパーツのチェック3.2
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互換性のある形式をPDF1.5以上に

すると、オプションの「上位レベルのレイ

ヤーからAcrobatレイヤーを作成」が使

えるようになる。

この保存方法では、使用していたレイ

ヤーをそのままPDFでも保持できる。イ

ラストレーション以外にも地図や複雑な

設計図などのチェックには有効な機能

だ。Acrobatのナビゲーションパネルで

レイヤーを表示して、左側の目のアイコ

ンで表示と非表示を切り替える。

一般的にイラストレーションなどは

Illustratorファイルで納品されるが、

PDFで納品するメリットもある。不用意

な変更を防止したり、セキュリティをか

けたりできる。

InDesignで はPDFをそのまま配

置できるのでPDFで納品しても特に

不都合もない。また、オプションで

「Illustratorの編集機能を保持」して

いれば、再編集が可能になる。

レイヤーを活かしたPDFの可能性レイヤーを活かしたPDFの可能性レイヤーを活かしたPDFの可能性
レイヤーは表示内容を切り替える利便性だけではない。ISOの新しい印刷用レイヤーは表示内容を切り替える利便性だけではない。ISOの新しい印刷用レイヤーは表示内容を切り替える利便性だけではない。ISOの新しい印刷用
フォーマットPDF/X-4では、レイヤーを利用できるルールになっている。このレフォーマットPDF/X-4では、レイヤーを利用できるルールになっている。このレフォーマットPDF/X-4では、レイヤーを利用できるルールになっている。このレ
イヤー部分に異なる言語のテキストを組み込んだり、何種類もの写真を組み込イヤー部分に異なる言語のテキストを組み込んだり、何種類もの写真を組み込イヤー部分に異なる言語のテキストを組み込んだり、何種類もの写真を組み込
んで、自動的に可変させて印刷できるようになる。紙メディアでも細分化したコんで、自動的に可変させて印刷できるようになる。紙メディアでも細分化したコんで、自動的に可変させて印刷できるようになる。紙メディアでも細分化したコ
ミュニケーションを実現できるのだ。ミュニケーションを実現できるのだ。ミュニケーションを実現できるのだ。
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文章をチェックする場合にもWordや

テキストファイルではなく、PDFを活用

すべきだ。Wordやテキストファイルだ

と、OSなどの環境によって文字化けを

起こしたり、知らぬ間に変更を加えられ

たり、勝手な転用を行なわれてしまう可

能性がある。

また、広告におけるコピーはビジュア

ルでもあるから、書体や文字組などの

見た目を維持すれば、自分の意図をク

ライアントやアートディレクターに伝える

ことができる。

あるいは、スペックなどの製品やサー

ビスに関連する内容は、様々な部署

のチェックが必要となるが、PDFなら

Acrobatを使用して複数の注釈を混乱

なくハンドリングできる。

テキストの作成にはWordなどのビジ

ネスソフトが使用されるが、Acrobatを

インストールしていればPDFを書き出せ

る。プリントダイアログの「プリンタ」で

Adobe PDFを選択してプリントするだ

けだ。プリント機能さえあれば、どんな

アプリケーションでもこの方法でPDF

を作成できる。

文章やスペックのチェック文章やスペックのチェック文章やスペックのチェック3.3

⬇


